
令和3年度モデル事業概要
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洪⽔浸⽔想定︓２〜５ｍ
これから作成に取り組む地域

城東台学区
（東区）

高齢化が進む大規模開発団地
作成に着手し始めた地域

千種学区
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洪⽔浸⽔想定︓２〜５ｍ、５ｍ以上
⼟砂災害警戒区域︓５８か所
昨年度から、作成に着手している地域

１ モデル地区

２ 令和3年度のスケジュール

○ 市内３か所のモデル地区は以下の通り。

○ モデル事業のスケジュールは以下の通り。

３ モデル地区の取組内容

避
難
訓
練

調
整
会
議

訪
問
・聞
き
取
り

■モデル事業により⾒えてきたこと
普段から本⼈の状況をよく知る⺠⽣委員と⼀緒に訪問
→本⼈にとっては、話しやすく、理解も得られやすい
ことが分かった。

対象者宅を訪問し、取組内容について説明するとともに、本⼈の状況に
ついて聞き取り等を⾏う。 （計画書の記入を依頼する場合もある）

■モデル事業により⾒えてきたこと
関係者が集まって話をすることで具体的な支援内容等
の認識が共有でき、顔の⾒える関係の構築につながる
ことが分かった。

本⼈・家族や⽀援者となる近隣住⺠、⾃主防災組織、⺠⽣委員、ケアマネ
ジャー、⾏政関係等の関係者が集まり、本⼈の状況や⽀援内容、避難⽅法等
を話し合う。検討内容を踏まえ、様式に必要事項を記入し、計画書を作成。

作成した計画に基づいて避難訓練を⾏う。
■モデル事業により⾒えてきたこと

実際に避難を体験することにより、計画内容の
検証ができ、より実効性の高めることができる。
訓練⾃体が地域住⺠と顔を合わせる機会となり、
地域のつながりづくりの場となることが分かった。

○ 各地区の⾃主防災組織や⺠⽣委員等を中⼼に取組を実施。
○ 取組の基本的な流れは、

①訪問・聞き取り→②調整会議→③避難訓練
という３つのステップ。

○ ケアマネジャー等の専門職にも参画してもらい、福祉サービス
を活用した事前避難を検討するなど、より実効性の高い避難方法
や効果的・効率的な取組手法の確⽴に向けて取り組んだ。

○個別避難計画の効果的・効率的な作成手法等の確⽴のため、内閣府において、全国の34市区町村が参加しモデル事業を実施。
○岡山市においては、災害リスク等の地域特性の異なる市内３地区をモデル地区とし、地域性に応じた取組手法を検討。
○はじめから完璧を求めず、「まずはやってみる」という実践を通じて計画作成プロセスの構築を進める。

概要

令和3年度内閣府個別避難計画作成モデル事業（市町村事業）
「岡山市逃げ遅れゼロを目指す防災戦略 〜みんなの命をつなぐプロジェクト〜」


